
円板状半月（discoid lateral meniscus, DLM）は東アジア人種に多く報告されており、そ
の特異的な形状のため断裂をきたすことが多い。DLMには完全型DLM（complete 
DLM, CDLM）と不完全型DLM（incomplete DLM, ICDLM）が存在し、その形態は大き
く異なっているが、それらの細胞生物学的特徴に関しては詳細な解析がなされていな
い。本研究では、CDLMの顆間部領域とICDLMのinnner領域の組織学的・細胞学的特
徴を比較した。組織中の血管数はCDLMでは認められたが、ICDLMでは認められな
かった。ImageJを用いた解析で、Safranin Oの染色強度はICDLMがCDLMに比べ約2
倍であり、 II型コラーゲンの染色強度はICDLMがCDLMに比べ約7.5倍であった。II型
コラーゲン産生細胞数はICDLM細胞でCDLM細胞よりも高値であった。また細胞形態
ではCDLMでは正常半月outer領域に似た紡錘形の細胞、ICDLMでは正常半月inner
領域と似た小円形の細胞が特徴であった。これらの結果から、ICDLMのinner領域で
は半月板inner領域と同様の特徴を持つことが示されたが、CDLM顆間領域は血
管侵入を認めるとともに軟骨様細胞外基質が疎、特徴的なコラーゲンの発現といった
特徴が示され、ICDLM inner領域とは異なる通常の半月板outer領域と類似する特徴を
持つ可能性が示された。 
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